
　宮の前診療所は、保険医療機関の指定を受けています。

一般名処方加算

　当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みなどを実施してい

ます。後発医薬品のある医薬品について、特定の商品名ではなく医薬品の有効成分をもとにした一般名処方

を行っております。一般名処方により、医薬品の供給不足が生じた場合であっても、必要な医薬品が提供し

やすくなります。

　✦長期収載品の処方に関わる選定療養について

　　　令和8年6月より、医療上の必要があると認められず、患者様の希望で長期収載品を処方した場合

　　　は、後発医薬品との差額の一部（後発品最高価格帯の差額の2分の1の金額）が選定療養として

　　　患者さまの自己負担となります。選定療養は保険給付ではないため公費の適応にもなりません。

　　　選定療養費は薬局でのお支払いとなります。

　　※長期収載品とは

　　　　厚生労働省ホームページに記載されている、後発品のある先発医薬品で後発品収載から5年

　　　　経過しているものや、後発品置き換え率が50％以上のものなどです。

　　※選定療養とは

　　　　保険診療と保険外診療をあわせて行うことができるようにした制度の一つで、選定療養は保険

　　　　外診療にあたります。

電子的診療情報連携体制整備加算２

かかりつけ医として次のような診療を行います。

・他の医療機関で処方されているものを含めて、服薬状況などを踏まえたお薬の管理を行います。

・必要に応じて、専門医や専門医療機関に紹介します。

・健康診断の結果など、健康管理にかかわる相談に応じます。

・保健、福祉サービスにかかわる相談に応じます。

・夜間休日等の受診先についての情報を提供します。

　当院では、厚生労働大臣が定める以下の施設基準に適合し、関東信越厚生局長に届出を行っ

て診療しています

厚生労働大臣が定める掲示事項

（地方厚生（支）局長への届出事項に関する事項）

明細書の発行状況に関する事項

　・請求書発行時、個別の診療報酬の算定項目が分かる明細書を無料で発行しております。

　・明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されます。

　・明細書の発行を希望されない方は職員にお申し出ください。

機能強化加算



東京ふれあい医療生活協同組合

宮の前診療所

　当院では、オンライン資格確認を行う体制を有しており、医療DXを通じて質の高い医療を提供できるよう

取り組んでいます。

　オンライン資格確認によって得た情報（受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要な診療情報）を医師

が診察室等で確認できる体制を整備し、診療に活用しております。

　システムが整い次第、電子処方箋・電子カルテ情報共有サービスを実施します。

外来感染対策向上加算

　当院ではは、院内感染防止対策として、必要に応じて次のような取り組みを行っています。

　　・感染管理者である院長が中心となり、職員一同院内感染対策を推進します。

　　・院内感染対策の基本的考え方や関連知識の習得のため研修会を年２回実施します。

　　・感染性の高い疾患（インフルエンザや新型コロナウイルス感染症など）が疑われる場合は、一般

　　　診療の方と導線を分けた診療スペースを確保して対応します。

　　・標準感染予防対策を踏まえた院内感染対策マニュアルを作成し、従業員全員がそれに沿って院内

　　　感染対策を推進していきます。

　　・感染対策に関して基幹病院と連携体制を構築し、定期的に必要な情報提供やアドバイスを受け、

　　　院内感染対策の向上に努めます。

 　✦外来感染対策向上加算に関する施設基準として、「当該医療機関の外来において、受診歴の有無に

　　関わらず、発熱その他感染症を疑わせるような症状を呈する患者の受入れを行う旨を公表し、受け

　　入れを行うために必要な感染防止対策として発熱患者の動線を分ける等の対応を行う体制を有し、

　　地域医療に貢献します。

2026.6.1改定

当院では診療情報を取得・活用することにより、質の高い医療の提供に努めており、医療 DX

推進のために以下の取り組みを行っております。

【施設基準】

１，オンライン請求を行っている、オンライン資格確認を行う体制を有している

２，算定した診療報酬の区分・項目の名称及びその点数または金額を記載した詳細な明細書を無償で

　　交付している

３，電子資格確認を利用して取得した診療情報を診察室で閲覧・活用できる体制を有している

５，マイナンバーカード保険証利用率（30％以上）

６，マイナンバーカードの利用についてお声掛け、ポスター掲示を行っている

７，マイナポータルの医療情報等に基づき、患者様からの健康管理に関わる相談に応じ、十分な情報を

　　取得し活用して診療を行うことについて当医療機関の見やすい場所およびウェブサイト等に掲載してい

る

８，電子処方箋を発行する体制または調剤情報を電子処方箋管理サービスに登録する体制を有している

在宅医療DX情報活用加算


